


























1. トマト ，Bacil1us mesentericus及皆winia
aroideaeの Polygalacturonase





ペクチン酸(7)(NaOHにて pH7.3に調節)博液6.6mI，叉は2% digalacturon酸溶液 (PR.
7.3) 5.0ml， Soren記nの phosphatebuffer (pH 7.3) 2.0 ml，酵素液1.5ml，水を加えて
さを容を 20mlとなす.作用条件及定量法は前報と同じにした.実験結果を第1表第2表及び第
3表に示した.
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Relativ，e Total red DigElaat1td urmic Galacturonic 3Cid 
villC捌!l 飢渇amt 回d
1.808 
1.112 0.44 。 。
1.076 0.82 0・06 0.05 。




第 2表 Baci1lU8 m四enteri四 S の酵素液によるベタチン陵
及びヂガラクチユロン酸の分解 (mlN(50 12) 
R回 ction Pectic acid Digalacturonic time 
hr. Relative To也1red Digahadcud xonic Galacturonic acid vi筑;oI!i~F 飢唱us u三d. 。 2.224 
“ 。 1.068 0.81 。 。
9 1.058 1.08 0.13 0.12 。
24 1.058 1.10 0.13 0.12 。
第 3表 Erwinia aroideaeの醇素液によるベクチシ酸及び
ヂガラクチユロン酸の分解 (mlN/50 I!) 
Reaction Pectic 3Cid Digalacturonic 
time Relative Total r叫. Digalacturonic Galacturonic acid 
lu". Vi.樹立 局指w・ ‘刺 包主主。 2.328 
M 。 1.249 0.25 。 。
9 1.065 0.82 0.08 0.07 。
24 1.061 1.29 0.13 0.50 。
トマト.B. mesentericus， Erwinia aroideaeの酵素液は総べて反応液の還元カの増加に較べて粘
度の下降が念激である.前報と同様初めのポりガラクチユロシ酸の重合度を65純度を卯%とし
て計算すればd-galacturon酸及 digalacturon酸を差51いた残bの反応液中の galacturonide
の平均重合邸玄トマトの場合 9hr. 12 .4， 18 hr. 8.0， 36 hr. 6.8 B. mesentericωの場合2hr.
7.3， 9 hr. 6.7， 24 hr. 6.6 ErT.Iiinia aro地aeの場合2hr.19.2， 9hr' 8.4， 24hr.7.8で
ある.叉 Rh.triticiと同じく明瞭な trigalacturon酸の spotが認められた.従ってトマト，
B. mere1ltericus及 Erwiniaaroideaeの酵素液は主としてポ日ガラクチユロナーゼIと類似した


























註(1) Rh. tri ticiの酵素液の調製法.菌糸抽出液に 1/3:1置のアセト Vを加えて沈澱を除き更に
1 ， 2 倍量のアセト Uを加えて酵素を沈澱せしめる.沈澱を~K溶解し，上の操作を 3 問繰返
して精製する.室温にて乾燥後7}(.に溶解して酵素液とする.
(2) 反感の僚件は第2表及び前報 Table1と拘じにした.作用時間 20hr.
(3) ベクチシ段完全にエ;<.テルイヒした場合の77.5%メチルエステルを含有する.
第 4表に於て Rh.tritici及び B.mesentericusの酵素はメチルポりガラクチユロナイドメチ
ルエステJレには完全に作用しない.との基質は調製中に低分子となってゐる掃に酵素の作用を
受けないと言う聾もあるが， 之より高分子と考えられるベグチγ(但しー骨 demethoxylate



























基質として (a)ペクチン酸， (b) Na-hypoioditeにて末端を酸化したペクチン酸， (c) 
ヂガラクチユロシ酸， (d)メチJレポリガラクチユロナイドメチルエステJレ(11) (e)ペクチγ




%とし其他の基質は0.66%とした ヂガラグチユロン酸の分解作用は WillstatterSchudel 











Pectic acid oxidized by hypoiodite 
Pectinic acid 












第 6表 ベクチン酸7:kびヂガヲクチユロ ν般に対に対する Rh.tritici 
の糖化現ポリガヲクチユロナーゼの作用 (rnlN/60 12) 
Reaction tirne (hr.) 。 5 12 




























































報の Rh.t，'iticiの糖化型の Polyglacturonaseは PG酵素詳の一部分と考えられoligaseの作
用が顕箸である.人参の PolygalacturonaseIと Rh.triticiの糖化型の Polygalacturonase
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